




＜連結決算概要＞

売上収益
5兆1,535億円（前年⽐-2,093億円、-3.9％の減収）

営業利益
611億円（前年⽐-2,551億円、-80.7％の減益)

当期利益
681億円（前年⽐-1,864億円、-73.2 ％の減益）



＜得意先別売上（現地通貨ベース）＞

トヨタグループ向け
主に⽇本地域での販売増加により
物量ベースでは、増収を確保

トヨタグループを除くカーメーカ向け
全体で-5.0%減収。
市場の減速や新型コロナ感染症の影響により、売上が減少



＜製品別売上（現地通貨ベース）＞
サーマルシステム製品、パワトレインシステム製品
市場減速の影響により、減収

モビリティエレクトロニクス製品
⽇本での予防安全製品の装着率拡⼤や、
北⽶でのコックピット製品などの拡販により増収

エレクトリフィケーションシステム製品
アジアの市場減速による減少はあるものの、
⽇本でのトヨタ向けパワーコントロールユニットの
⽣産増加などにより物量ベースでは増加



＜営業利益の増減要因＞
19年3⽉期からの主な増減要因は下記の通り

プラス要因
経費90億円、合理化540億円

マイナス要因
操業度差損430億円：新型コロナ感染症などによる影響
品質引当費⽤2,220億円

経費の低減や合理化の積み増しは、
当初の⾼い⽬標値を⼤幅に超えて達成したものの
新型コロナ感染症などの影響、品質費⽤の引当により
当期の営業利益は、611億円



＜地域別売上・営業利益（現地通貨ベース）＞
⽇本
売上は前年⽐横ばいであったものの、
品質費⽤がすべて⽇本で発⽣したため⼤幅減益

⽇本以外
すべての地域で、合理化努⼒を積み上げたものの
第4四半期の市場減速の影響が⼤きく、減収減益



＜営業利益の公表数値との差異＞
経費・労務費・償却費：市場減速を受け抑制を実施

操業度：コロナ感染症による影響を反映

その他：第4四半期に品質費⽤1.800億円を引当計上



<設備投資>
設備投資の実績は4,365億円
次期型や拡販など事業成⻑の投資に加え、
電動化投資をグローバルに加速

<研究開発費>
研究開発費の実績は5,078億円
先進安全や電動化、それを⽀える基盤技術に重点的に投⼊、
また⾃動化や標準化などの効率化を推進



＜株主還元＞
予想通り年間で140円

・配当は⻑期安定的に継続していく
・配当性向159.3%は今後事業を成⻑させることで引き下げていく
















